
Title ソ連の民事法における新国際私法規程

Author(s) 欧, 龍雲; OU, Rong yung

Citation 北大法学論集, 16(1), 121-136

Issue Date 1965-10-20

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/16061

Type departmental bulletin paper

File Information 16(1)_p121-136.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



ii資 lr

i!料 !r
ソ
連
の
民
事
法
に
お
け
る
新
国
際
私
法
規
定

ソ連の民事法における新国際私法規定

し

ヵ:

t土

き

ソ
連
の
民
事
法
に
関
す
る
国
際
私
法
規
定
が
は
じ
め
て
体
系
化
さ
れ
た
形

「
ソ
連
邦
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
立
法
の
基
礎
」
(
以
下
の

説
明
に
お
い
て
は
「
民
事
立
法
の
基
礎
」
と
称
す
)
お
よ
び
「
ソ
連
邦
お
よ

で、び
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
裁
判
手
続
の
基
礎
」

(
以
下
の
説
明
に
お
い
て

は
「
裁
判
手
続
の
基
礎
」
と
称
す
〉
の
な
か
に
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
「
基

礎
」
は
、
と
も
に
、
一
九
六
一
年
一
二
月
八
日
ソ
連
邦
最
高
会
議
で
採
択
さ

れ
た
法
律
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、

一
九
六
二
年
五
月
一
日
施
行
さ
れ
た
も
の

欧

音包

信p
.~三元

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
き
、
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
は
、
こ
れ

ら
の
「
基
礎
」
の
施
行
令
を
一
九
六
二
年
四
月
一

O
日
に
公
布
し
た
(
1〕
O

「
民
事
立
法
の
基
礎
」
お
よ
び
「
裁
判
手
続
の
基
礎
」
は
、
ソ
連
邦
の
民
事

法
お
よ
び
民
事
訴
訟
法
の
基
本
的
規
範
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
範
は
、

将
来
の
連
邦
法
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
法
の
な
か
で
、
詳
細
か
つ
具
体
化

さ
れ
る
(
2
)
O
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本
稿
で
は
、
狭
義
の
国
際
私
法
(
「
ソ
連
邦
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
民
事

立
法
の
基
礎
」
第
八
編
(
第
一
二
二
条
な
い
し
一
二
九
弘
前
)
の
ほ
か
、
準
国

際
私
法
規
定
(
同
「
基
礎
」
第
一
一
編
第
一
八
条
)
お
よ
び
国
際
民
事
訴
訟
規



不十

定
(
「
ソ
連
邦
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
裁
判
手
続
の
基
礎
」
第
六

縞
ハ
第
五
九
条
な
い
し
六
四
条
)
を
含
め
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
資
料

資

の
関
係
上
、
全
体
を
通
じ
て
各
条
の
説
明
が
そ
ろ
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
予
め

こ
こ
で
お
断
り
す
る
。

(
1
〉
そ
の
施
行
令
に
は
次
の
趣
旨
を
規
定
し
て
い
る
。

一
、
ソ
連
邦
ま
た
は
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
法
お
よ
び
民
事
訴
訟
法
と
、

「
民
事
立
法
の
基
礎
」
お
よ
び
「
民
事
裁
判
手
続
き
の
基
礎
」
が
一
致

し
な
い
場
合
に
は
、
ソ
連
邦
の
民
事
法
規
お
よ
び
民
事
訴
訟
法
規
、
な

ら
び
に
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
法
典
、
民
事
訴
訟
法
典
お
よ
び
そ
の
他

の
民
事
法
規
、
民
事
訴
訟
法
規
は
、
こ
れ
ら
の
「
基
礎
」
に
抵
触
し
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
。

二
、
「
民
事
立
法
の
基
礎
は
」
一
九
六
二
年
五
月
一
日
以
後
に
生
じ
た
民

事
法
関
係
に
適
用
さ
れ
る
。
一
九
六
二
年
四
月
三

O
日
以
前
に
生
じ
た

民
事
法
関
係
、
と
く
に
契
約
に
関
し
、
「
民
事
立
法
の
基
礎
」
は
一
九

六
二
年
五
月
一
日
以
後
に
発
生
す
る
権
利
お
よ
び
義
務
に
適
用
さ
れ
る
。

(

2

)

ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
最
高
会
議
は
、
一
九
六
四
年
六
月
一
一
日
こ
杓

に
基
づ
い
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
民
法
典
を
採
択
し
た
。
「
民
事
立
法

の
基
礎
」
第
一
一
一
一
一
条
な
い
し
一
二
九
条
、
第
一
八
条
に
対
応
す
る
条
文

は
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
民
法
典
第
五
六
二
条
な
い
し
玄
六
九
条
、
第
八
条

で
あ
る
。

仏)

ソ
連
邦
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
立
法
の
基
礎

北法16(1・122)122

第
八
編

外
国
人
お
よ
び
無
国
籍
者
の
権
利
能
力
。
外
国
の

民
事
法
、
国
際
間
の
条
約
お
よ
び
協
定
の
適
用
。

第
一
こ
二
条

外
国
人
の
民
事
上
の
権
利
能
力

① 

外
国
の
市
民
は
、
ソ
連
邦
に
お
い
て
、
ソ
ビ
エ
ト
市
民
と
同
等
の
民

事
上
の
権
利
能
力
を
享
有
す
る
。
ソ
連
邦
の
法
律
は
、
個
別
的
例
外
を

も
う
け
る
こ
と
が
で
き
あ
。

② 

ソ
連
邦
閣
僚
会
議
は
、
ソ
ビ
エ
ト
市
民
の
民
事
上
の
権
利
能
力
を
と

く
に
制
限
し
て
い
る
国
の
市
民
に
対
し
て
、
報
復
と
し
て
制
限
を
も
う

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
条
は
外
国
人
の
私
法
上
の
地
位
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し

て
、
外
国
人
は
ソ
連
邦
に
お
い
て
、
ソ
ビ
エ
ト
市
民
と
同
等
の
権
利
能
力
を

享
有
す
る
。
し
か
し
、
ソ
ビ
エ
ト
法
は
例
外
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
例
外
と
は
、
外
国
人
が
あ
る
種
の
職
業
、
ま
た
は
あ
る

種
の
国
家
施
設
お
よ
び
企
業
に
お
け
る
特
定
の
地
位
に
つ
く
こ
と
を
制
限
す



る
こ
と
で
あ
る
o

た
と
え
ば
、
外
航
船
の
船
長
、
運
転
士
、
無
線
技
士
、
航

海
士
、
機
関
士
、
定
期
航
空
機
乗
務
員
等
は
こ
れ
に
該
当
し
、
こ
れ
ら
の
職

に
つ
く
資
格
を
有
す
る
者
は
、
ソ
ビ
エ
ト
市
民
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
る
外
国
が
ソ
連
市
民
に
対
し
て
特
別
な
差
別
待
遇
を
行
な
っ
た

場
合
、
ソ
連
邦
閣
僚
会
議
は
、
そ
の
国
の
市
民
に
対
し
て
報
復
的
制
限
を
も

う
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
報
復
の
権
限
は
連
邦
政
府
の
専
属
的
管
轄
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
二
三
条

無
国
籍
者
の
民
事
上
の
権
利
能
力

ソ
連
邦
に
白
居
住
す
る
無
国
籍
者
は
、
ソ
ビ
エ
ト
市
民
と
同
等
の
民
事
上
の

ソ連の民事法におゆる新国際私法規定

権
利
能
力
を
享
有
す
る
。
ソ
連
邦
の
法
律
は
、
個
別
的
制
限
を
も
う
け
る
こ

と
が
で
き
あ
。

ソ
連
邦
内
に
お
け
る
無
国
籍
者
は
、
無
国
籍
者
の
故
に
、
と
く
に
差
別
的

取
扱
い
を
う
け
る
こ
と
な
く
、
連
邦
法
に
よ
る
あ
る
種
の
制
限
を
除
い
て
、

ソ
ビ
エ
ト
市
民
と
同
等
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
る
。

外
国
団
体
の
対
外
貿
易
上
の
法
律
行
為

外
国
の
企
業
お
よ
び
団
体
は
、
ソ
連
邦
に
お
い
て
、
特
別
な
許
可
が
な
く

第
一
二
四
条

て
も
、
対
外
貿
易
お
よ
び
こ
れ
と
関
連
あ
る
決
済
、
保
険
、
そ
の
他
の
業
務

に
関
す
る
法
律
行
為
を
、
ソ
ビ
エ
ト
対
外
貿
易
公
団
お
よ
び
そ
れ
ら
の
法
律

行
為
を
行
な
う
権
限
を
与
え
ら
れ
た
他
の
団
体
と
の
問
で
、
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
。

外
国
の
企
業
お
よ
び
団
体
が
、
本
条
に
の
べ
ら
れ
た
法
律
行
為
に
つ
き
、

ソ
ビ
エ
ト
対
外
貿
易
公
団
お
よ
び
当
該
法
律
行
為
を
行
な
う
権
限
を
有
す
る

他
の
団
体
と
の
聞
で
行
な
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
特
別
の
許
可
を
必

要
と
し
な
い
。

第
一
二
五
条

法
律
行
為
の
方
式
に
適
用
さ
れ
る
法
律

① 

外
国
で
行
な
わ
れ
る
法
律
行
為
の
方
式
は
、
そ
の
行
為
地
の
法
律
に

よ
る
。
た
だ
し
、
ソ
連
邦
お
よ
び
当
該
連
邦
構
成
共
和
国
の
立
法
に
定

め
る
要
件
を
じ
ゅ
ん
守
す
れ
ば
、
法
律
行
為
は
方
式
不
備
の
故
を
も
っ

て
、
無
効
と
さ
れ
な
い
。

② 

ソ
ビ
エ
ト
の
団
体
に
よ
否
対
外
貿
易
上
の
法
律
行
為
の
方
式
お
よ
び

そ
の
署
名
手
続
は
、
そ
の
行
為
地
い
か
ん
に
か
か
わ
り
な
く
、
ソ
連
邦

の
立
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

③ 

ソ
連
邦
内
に
在
る
建
物
に
関
す
る
法
律
行
為
の
方
式
は
、
ソ
連
邦
お

よ
び
当
該
連
邦
構
成
共
和
国
の
立
法
に
し
た
が
う
。

北法16(1・123)123

本
条
は
、
外
国
に
お
け
る
民
事
上
の
法
律
行
為
が
、
ソ
連
邦
内
に
お
い
て

裁
判
上
の
強
制
力
を
う
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
方
式
を
じ
ゅ
ん
守
す
べ
き



料

か
、
を
規
定
し
て
い
る
。
一
般
的
に
、
外
国
に
お
け
る
法
律
行
為
の
方
式
は

行
為
地
法
に
し
た
が
う
が
、
そ
の
法
律
行
為
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
、

資
'
ソ
連
邦
お
よ
び
当
該
連
邦
構
成
共
和
国
の
法
令
の
定
め
る
そ
の
種
の
法
律
行

為
の
要
式
を
み
た
せ
ば
、
無
効
と
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
外
国
に
お
け
る
法

律
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
国
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
公
正
証
書
の
作
成
を
要
し
、

そ
れ
に
違
反
す
れ
ば
そ
の
法
律
行
為
が
無
効
と
な
る
場
合
に
、
ソ
連
邦
法
、

ま
た
は
当
該
連
邦
構
成
共
和
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
、
単
純
な
書
式
で
足
り
る

と
す
れ
ば
、
単
純
な
書
式
に
よ
る
当
該
法
律
行
為
は
、
ソ
連
邦
内
に
お
い
て

有
効
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
上
の
契
約
の
方
式
を
規
定
す
る
本
条
第
一

項
は
、
締
結
地
法
、
ま
た
は
法
廷
地
法
(
ソ
ビ
エ
ト
法
〉
の
い
ず
れ
か
一
方

に
よ
る
場
合
で
も
有
効
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
基
礎
」
の
施
行
さ
れ
る
以
前
、

外
国
で
締
結
さ
れ
た
契
約
の
方
式
の
問
題
は
、
旧
ロ
シ
ア
共
和
国
民
事
訴
訟

法
典
第
七
条
お
よ
び
他
の
連
邦
共
和
国
の
対
応
す
る
条
文
に
し
た
が
っ
て
解

決
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
規
定
に
し
た
が
え
ば
、
外
国
で
行
な
わ
れ
た
契
約
、

ま
た
は
他
の
法
律
行
為
の
審
理
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
所
は
、
法
律
行
為
の
行

な
わ
れ
た
地
の
法
律
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
裁

判
所
は
、
実
務
に
お
い
て

一
方
で
は
行
為
地
法
に
し
た
が
っ
た
契
約
の
方

式
を
有
効
と
し
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
地
法
に
よ
る
規
定
の

任
意
性
か
ら
、
ソ
ビ
エ
ト
法
に
定
め
る
要
件
だ
け
を
み
た
し
た
場
合
も
、
}
」

れ
を
有
効
と
し
た
。
本
条
第
一
項
は
、
こ
の
よ
う
な
判
例
の
明
文
化
で
あ
る

北法16(1・124)124

に
す
、
ぎ
な
い
。

本
条
の
第
二
・
三
項
は
、
と
も
に
、
特
別
留
保
条
款
と
よ
ば
れ
る
規
定
で

あ
る
o

第
二
項
に
よ
れ
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
団
体
に
よ
る
対
外
貿
易
上
の
方
式
お

よ
び
そ
の
署
名
手
続
に
つ
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
だ
け
が
適
用
さ
れ
る

T)O

し
た
が
っ
て
、
ソ
ビ
エ
ト
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
な
い
、
対
外
貿
易
に
お
け

る
口
頭
に
よ
る
意
印
坐
衣
示
は
、
か
り
に
行
為
地
法
が
こ
れ
を
認
め
る
場
合
で

も
、
ソ
連
邦
内
に
お
い
て
裁
判
上
の
強
制
力
を
も
た
な
い
。
対
外
貿
易
の
署

名
手
続
に
つ
い
て
は
、
二
人
の
署
名
が
必
要
で
あ
り
、
署
名
の
権
限
を
有
す

る
も
の
の
リ
ス
ト
は
確
立
さ
れ
た
方
法
で
公
表
さ
れ
、
そ
の
上
に
、
署
名
者

は
ソ
連
邦
貿
易
代
表
団
、
ま
た
は
そ
の
部
門
に
よ
っ
て
滞
在
国
政
府
に
通
告

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
ソ
ビ
エ
ト
法
の
規
定
が
、

そ
の
派
遣
代
表
の
権
限
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
。

ソ
連
邦
に
在
る
建
物
に
関
し
て
、
外
国
で
行
な
わ
れ
た
法
律
行
為
の
方
式

は
、
ソ
連
邦
お
よ
び
建
物
所
在
地
の
連
邦
構
成
共
和
国
の
法
令
に
し
た
が

ぅ
。
た
と
え
ば
、
外
国
に
お
い
て
ロ
シ
ア
共
和
国
に
在
る
家
屋
の
売
買
契
約

を
締
結
し
た
場
合
、
こ
の
契
約
が
有
効
と
な
る
た
め
に
は
、
当
該
家
屋
所
在

地
の
労
働
者
評
議
会
の
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
に
登
記
さ
れ
、
か
つ
公
証
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
一
二
六
条

対
外
貿
易
上
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
務
に
適
用

さ
れ
る
法
律

② 

対
外
貿
易
上
の
法
律
行
為
に
よ
る
当
事
者
の
権
利
義
務
は
、
当
事
者

の
合
意
に
よ
る
他
の
と
り
き
め
が
な
け
れ
ば
、
行
為
地
の
法
律
に
し
た

が
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

⑧ 

法
律
行
為
の
行
為
地
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
法
律
に
し
た
が
っ
て
定
め
ら

れ
る
。

Y連の民事法にお[すーる新国際私法規定

本
条
は
、
対
外
貿
易
上
の
法
律
行
為
の
実
質
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
当

事
者
自
治
の
原
則
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
十
年
来
、
連
邦
仲
裁
委
員
会
の
実

務
に
お
い
て
は
、
他
の
法
律
に
し
た
が
わ
せ
る
当
事
者
の
有
効
な
意
思
が
認

定
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
契
約
の
実
質
を
締
結
地
法
に
よ
ら
し
め
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
立
場
は
、
本
条
に
お
い
て
も
再
確
認
さ
れ
た
言
)
O

こ
こ
に
い
う
対
外
貿
易
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
ソ
ビ
エ
ト
に
お

け
る
対
外
貿
易
と
は
、
少
く
と
も
相
手
方
の
一
方
が
外
国
人
ま
た
は
外
国
法

人
で
あ
り
、
か
つ
輸
出
入
に
関
す
る
商
取
引
お
よ
び
輸
出
入
に
付
随
す
る
業

務
を
目
的
と
す
る
契
約
と
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
商
品
の
売
買
に
つ

い
て
だ
け
で
な
く
、
輸
出
入
に
関
連
す
る
企
業
、
委
託
、
運
送
、
保
険
、
貸

借
等
の
契
約
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
ぎ
〉
O

ま
た
、

対
外
的
商
取
引
の
契
約
に

お
け
る
外
国
貨
幣
に
よ
る
価
格
表
示
の
有
無
は
、
一
般
的
に
当
該
契
約
が
対

外
貿
易
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
基
準
の
一
つ
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
ソ
連
の
対
外
貿
易
団
体
が
当
事
者
と
な
る
対
外
貿
易
の
契
約

に
つ
い
て
は
、
外
国
貨
幣
の
表
示
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、
こ
の
場
合
は
必

ら
ず
し
も
そ
の
判
断
の
基
準
と
な
り
え
な
い
。

本
条
の
適
用
範
囲
は
、
対
外
貿
易
上
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
発
生
す
る
当

事
者
の
権
利
義
務
関
係
の
一
切
に
お
よ
ん
で
お
り
、
債
務
履
行
の
方
法
、
遅

延
、
ま
た
は
不
完
全
履
行
の
効
果
、
債
務
の
消
滅
時
効
等
を
含
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
当
事
者
の
能
力
、
方
式
、
為
替
管
理
、
商
品
取
引
の
制
限
を
含
ま

工
、
ハ
4
v
o

テ
J
t
L
V契

約
の
準
拠
法
を
定
め
る
場
合
、
ソ
ビ
エ
ト
法
の
強
行
法
規
と
異
な
る
準

拠
法
を
選
択
し
う
る
か
。
一
般
的
に
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ソ

ビ
エ
ト
法
に
お
い
て
、
消
滅
時
効
、
期
間
の
計
算
等
は
強
行
法
規
に
属
す
る

が
、
そ
れ
と
異
な
る
規
定
を
有
す
る
外
国
法
を
準
拠
法
と
し
て
指
定
し
た
場

合
は
、
そ
れ
に
し
た
が
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

」
と
は
、

「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
一
二
八
条
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
の
際

の
準
拠
法
の
選
択
は
、
ソ
ビ
エ
ト
体
制
の
基
礎
を
害
し
な
い
限
り
に
お
い
て

の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
契
約
の
際
、
外
国
の
禁
止
規
定
を
回
避
す

る
た
め
の
、
ま
た
は
正
規
の
国
際
為
替
相
場
を
妨
害
す
る
た
め
の
準
拠
法
の
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料

指
定
は
、
ソ
ビ
エ
ト
体
制
の
基
礎
を
害
す
る
場
合
に
あ
た
る
。
ま
た
、
他
の

社
会
主
義
諸
国
で
も
採
ら
れ
て
い
る
国
家
の
貿
易
独
占
を
尊
重
し
な
い
契
約

資

も
、
同
様
に
解
さ
れ
て
い
る
。

本
条
の
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
が
明
示
的
に
準
拠
法
の
選
択
を
行
な

わ
な
い
場
合
、
こ
れ
ら
の
権
利
義
務
関
係
は
行
為
地
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、

「
行
為
地
」
い
か
ん
の
決
定
が
し
ば
し
ば
問
題

と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
、
解
釈
上
の
争
い
に
対
し
て
断
を
下
し
た
の
が
本
条

の
第
二
項
で
あ
る
。
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
例
と
し
て
、
隔
地
者
聞
の
契
約
に
つ

き
、
締
結
地
い
か
ん
の
決
定
が
問
題
と
な
る
場
合
、
コ
モ
ン
ロ
ー
が
契
約
は

承
諾
発
送
地
で
締
結
さ
れ
た
と
み
な
す
の
に
反
し
、
ソ
ビ
エ
ト
法
は
多
く
の

大
陸
法
と
同
じ
く
、
承
諾
を
受
取
っ
た
場
所
が
契
約
の
締
結
地
で
あ
る
と
解

し
て
い
る
。
か
つ
て
、
ソ
ビ
エ
ト
の
実
務
は
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
契
約
の

締
結
地
は
、
申
込
人
の
本
国
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
と
の
判
断
を
下
し

た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
こ
の
契
約
地
の
決
定
は
ソ
ビ
エ
ト
法
に
よ
る
ベ

き
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
法
は
、
こ
の
よ
う
な
法
性

決
定
の
問
題
に
つ
い
て
の
法
廷
地
法
説
を
認
め
て
お
ら
ず
、
合
理
的
に
解
決

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
外
国
商
社
に
よ
る
対
外
貿
易
上

の
契
約
を
締
結
す
る
申
込
み
が
あ
り
、
ソ
ビ
エ
ト
貿
易
公
団
の
郵
便
に
よ
る

申
込
人
に
対
す
る
承
諾
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
、
契
約
は
、
申
込
人
の
在
る

地
で
締
結
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
争
い
の
あ
る
と
き
に
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は
、
ソ
ビ
エ
ト
裁
判
所
は
外
国
商
社
の
所
在
地
法
に
し
た
が
っ
て
、
契
約
に

つ
い
て
の
争
い
を
判
断
す
る
。

本
条
に
よ
り
、
ソ
ビ
エ
ト
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場
合
、
ソ
ピ

エ
ト
法
の
若
干
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
上
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
一
六
条
一
項
の
出
訴
期
限
に

つ
い
て
い
え
ば
、
一
般
の
場
合
に
は
三
年
で
あ
る
が
、
国
家
団
体
、
コ
ル
ホ

ー
ズ
、
そ
の
他
の
協
同
組
合
、
社
会
団
体
相
互
間
に
お
い
て
は
一
年
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
一
般
の
対
外
貿
易
上
の
法
律
行
為
に
つ
い
て

は
適
用
さ
れ
ず
、
社
会
主
義
団
体
と
人
民
民
主
主
義
団
体
聞
の
貿
易
関
係
に

も
適
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
ソ
ビ
エ
ト
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る

場
合
、
対
外
貿
易
に
つ
い
て
は
、
「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
三
条
三
項
の
規

定
に
し
た
が
い
、
貿
易
を
規
制
す
る
ソ
連
邦
の
特
別
法
令
な
ら
び
に
ソ
連
邦

お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
の
一
般
の
民
事
法
が
適
用
さ
れ
る

2
v

本
条
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
国
際
的
と
り
き
め
に
お
い
て
、
抵
触
規
定
を

も
う
け
て
い
な
い
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
五
八
年
以
来
、
コ
メ
コ
ン
(
東
ヨ

l
ロ
ヅ
バ
経
済
相
互
援
助
協
議
会
、

そ
の
規
約
は
一
九
五
九
・
一
二
・
一
四
に
採
択
さ
れ
た
〉
の
加
盟
国
間
に
お
い

て
、
加
盟
国
の
貿
易
団
体
間
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
統
一



規
定
で
定
め
ら
れ
た
商
品
受
渡
の
一
般
条
項
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
条
項
に
お
い
て
は
、
債
務
法
規
に
関
し
て
、
契
約
、
ま
た
は
一
般

条
項
の
な
か
に
欠
除
の
あ
る
場
合
、
供
給
国
の
窒
質
法
に
よ
る
べ
き
旨
の
特

別
規
定
が
予
め
も
う
け
ら
れ
て
い
る
(
商
品
受
渡
の
一
般
条
項
第
七
四
項
〉
。

債
務
の
保
証
に
関
し
て
、
そ
の
準
拠
法
を
指
定
し
う
る
か
。
ソ
ビ
エ
ト
に

お
い
て
は
肯
定
的
で
あ
り
、
そ
の
準
拠
法
を
指
定
す
る
実
益
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、
債
務
の
準
拠
法
と
保
証
契
約

の
準
拠
法
と
は
一
致
す
る
が
、
理
論
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
別
個
な

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
の
負
担
す
べ
き
条
件
、

そ
の
総
額
等
は
保
証
の
準
拠
法
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
り
、
主
た
る
債
務
の

ソ連の民事法における新国際私法規定

準
拠
法
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ソ
連
対
外
貿
易
団
体
の
契
約

に
対
し
て
連
邦
国
家
銀
行
が
保
証
す
る
場
合
、
こ
の
主
た
る
準
拠
法
い
か
ん

に
か
か
わ
ら
ず
、
保
証
に
つ
い
て
は
ソ
ビ
エ
ト
法
に
し
た
が
う
五
三

第
一
二
七
条

相
続
に
適
用
さ
れ
る
法
律

① 

相
続
に
関
す
る
関
係
は
、
被
相
続
人
の
最
後
の
住
所
地
の
国
の
法
律

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

⑧ 

人
の
遺
言
作
成
お
よ
び
取
消
の
能
力
、
な
ら
び
に
遺
言
お
よ
び
そ
の

取
消
行
為
の
方
式
は
、
そ
の
行
為
時
の
遺
言
者
の
住
所
地
の
国
の
法
律

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
遺
言
、
ま
た
は
そ
の
取
消
の
方
式
が
、

遺
言
作
成
地
の
法
律
、
ま
た
は
ソ
ビ
エ
ト
の
法
律
の
要
件
を
み
た
し
て

い
る
場
合
に
は
、
遺
雪
一
固
ま
た
は
そ
の
取
消
は
、
方
式
不
備
の
故
を
も
っ

て
無
効
と
さ
れ
な
い
。

ソ
連
邦
に
在
る
建
物
の
相
続
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
ソ
ビ
エ
ト
の

法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
ソ
連
邦
に
在
る
建
物
の
遺
贈
に
つ
い
て

③ 

の
遺
言
の
作
成
ま
た
は
そ
の
取
消
に
関
す
る
人
の
能
力
、
な
ら
び
に
そ

れ
ら
の
方
式
も
ソ
ビ
エ
ト
の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

本
条
は
、
相
続
に
関
す
る
抵
触
法
上
の
問
題
を
と
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
の

た
び
の
新
立
法
に
際
し
て
、
国
際
私
法
に
関
す
る
他
の
規
定
が
ほ
と
ん
ど
従

来
の
実
務
の
立
場
合
}
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
規
定
は
、

全
く
新
し
く
も
う
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
例
外
に
属
す
る
。
こ
の
「
民
事

立
法
の
基
礎
」
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、
学
者
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
ソ
連
邦

市
民
の
相
続
、
ソ
連
邦
内
に
住
所
を
有
し
て
死
亡
し
た
外
国
人
の
相
続
、
な

ら
び
に
被
相
続
人
の
国
籍
・
住
所
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
ソ
連
邦
内
に
在
る
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不
動
産
(
建
物
)
の
相
続
等
に
つ
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
が
準
拠
法
と
し
て

適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
ビ
エ
ト
の
裁
判
所

が
相
続
の
問
題
に
関
し
て
外
国
法
を
適
用
す
る
の
は
、
外
国
に
住
所
を
有
し



料

て
死
亡
し
た
外
国
人
の
動
産
相
続
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。

際
、
裁
判
所
は
、
こ
の
相
続
問
題
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
が
本
国
法
で
あ
る

資

か
、
ま
た
は
住
所
地
法
で
あ
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
だ

結
論
を
下
す
に
い
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

基
礎
」
は
、
本
条
に
お
い
て
、
こ
の
連
結
点
を
明
確
に
住
所
と
定
め
た
。

第
一
項
で
は
、
相
続
関
係
を
被
相
続
人
の
最
後
の
住
所
地
法
に
よ
ら
し
め

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
方
に
お
い
て
ソ
連
邦
に
最
後
の
住
所
を
有
し
た

外
国
人
の
相
続
は
ソ
ビ
エ
ト
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
、
他
方
に
お
い
て
は
、

従
来
の
学
-
説
に
反
し
ゐ
外
国
に
最
後
の
住
所
を
有
し
た
ソ
連
邦
市
民
の
相
続

は
そ
の
住
所
地
国
の
法
律
に
し
た
が
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

第
二
項
は
遺
書
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
人
の
遺
言
作
成
お
よ
び
取
消

の
能
力
な
ら
び
に
遺
言
お
よ
び
取
消
書
の
方
式
を
、
遺
言
者
の
遺
言
お
よ
び

取
消
書
の
作
成
時
に
お
け
る
、
住
所
地
法
に
よ
ら
し
め
て
い
る
。
遺
一
言
能
力

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
こ
こ
に
お
い
て
、
一
般
の
相
続
法
規
と
は
別
に
、
独

立
し
た
準
拠
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
相
続
人
(
遺
言
者
)

の
遺
言
時
に
お
け
る
住
所
が
死
亡
時
に
お
け
る
そ
れ
と
異
な
る
と
き
、
遺
一
言

能
力
に
つ
い
て
は
、
遺
言
時
の
、
遺
言
者
の
住
所
地
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
そ
の
た
だ
し
書
に
お
い
て
、
方
式
に
関

す
る
限
。
、
遺
言
ま
た
は
そ
の
取
消
書
は
、
そ
の
作
成
地
法
ま
た
は
ソ
ピ
エ

ま
た
こ
の

「
民
事
立
法
の

ト
法
の
何
れ
か
一
方
の
要
件
を
み
た
せ
ば
有
効
で
あ
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
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る〈
7
)
、

第
三
項
は
、
不
動
産
(
建
物
〉
に
関
す
る
権
利
の
移
転
に
つ
い
て
の
規
定

で
あ
る
が
、
そ
の
移
転
の
原
因
が
相
続
に
よ
る
場
合
、
ま
た
は
遺
贈
に
よ
る
場

合
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
い
か
な
る
場
合
に
も
ソ
ビ
エ
ト
法
が
準
拠
法
と
な

る
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
私
法
に
お

い
て
、
相
続
に
よ
る
不
動
産
の
帰
属
と
、
不
動
産
上
の
権
利
の
移
転
に
つ
き
、

そ
の
準
拠
法
を
異
に
す
る
余
地
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
場
合
、
ソ
ビ
エ
ト
、
法
の
適
用
は
、
実
質
で
あ
る
か
、
ま
た
は
方
式
に
閲

す
る
か
を
問
わ
ず
、
双
方
の
問
題
に
お
よ
ん
で
い
る
。

こ
こ
に
い
う
住
所
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
こ
れ
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、

こ
の
概
念
は
、
実
質
法
で
あ
る
ロ
シ
ア
共
和
国
民
法
第
一
七
条
お
よ
び
他
の

連
邦
構
成
共
和
国
民
法
の
対
応
す
る
規
定
に
の
べ
ら
れ
た
基
準
に
相
当
す
る

も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ソ
ビ
エ
ト
法
上
の
基
準
は
、

あ
く
ま
で
も
、
住
所
が
ソ
ビ
エ
ト
ま
た
は
外
国
の
い
ず
れ
の
一
方
に
あ
る
か

を
判
断
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
住
所
が
あ
る
と
目
さ

れ
る
国
が
と
も
に
外
国
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
際
関
係
の
中
で
も
っ
と
も
一

般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
住
所
の
概
念
を
用
い
る
の
が
適
当
と
さ
れ

て
い
る
宮
古



こ
の
「
相
続
に
関
す
る
関
係
」
と
は
い
か
な
る
も
の
を
指
す
か
。
一
般
的

に
い
え
ば
、
国
際
私
法
の
理
論
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

適
法
な
相
続
人
の
決
定
、
相
続
順
位
、
相
続
分
、
自
由
処
分
の
限
度
、
相
続

承
認
の
期
間
等
は
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、

本
条
を
適
用
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
当
該
事
件
が
相
続
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
か
否
か
を
よ
く
確
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
の

学
説
に
よ
れ
ば
、
生
命
保
険
の
受
益
者
の
権
利
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
民
法
第

五
六
一
条
に
規
定
す
る
銀
行
、
ま
た
は
貯
蓄
銀
行
の
預
金
者
の
死
亡
の
際
に

お
け
る
受
取
人
の
権
利
と
同
様
に
解
さ
れ
て
お
り
、
相
続
法
的
性
質
を
有
す

る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所

は
ソ
ビ
エ
ト
の
内
国
実
質
法
に
基
づ
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
本
条
を
適

ツ連の民事法におゆる新国際私法規定

用
し
え
な
い
。
こ
の
他
、
相
続
人
と
な
る
べ
き
者
、
が
、
被
相
続
人
と
の
聞
に

一
定
の
関
係
を
有
す
る
か
一
台
か
を
定
め
る
こ
と
は
先
決
問
題
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
定
の
関
係
の
存
否
は
、
家
族
法
に
関
す
る
抵
触
法
規
定
お
よ
び

そ
の
準
拠
実
質
法
規
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
本
条
を
適
用
し
え
な
い
。
こ

れ
は
、
あ
る
特
定
物
が
相
続
に
よ
る
移
転
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
場
合
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
移
転
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
そ
の

物
の
所
在
地
法
が
こ
れ
を
定
め
る
o

ま
た
、
法
人
の
受
遺
能
力
に
つ
い
て
は
、

そ
の
法
人
の
属
す
る
国
の
法
に
よ
る
。

本
条
を
適
用
す
る
場
合
と
く
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

事
立
法
の
基
礎
」
第
一
二
二
条
お
よ
び
「
訴
訟
手
続
の
基
礎
」
第
五
九
条
等

の
規
定
で
あ
る
。
ソ
連
邦
内
に
在
る
財
産
に
対
す
る
相
続
法
上
の
権
利
の
主

張
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
ソ
連
邦
閣
僚
会
議
が
報
復
的
制
限
を
も

う
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
行
法
上
、
外
国
人
の
相
続
上

の
権
利
を
予
め
制
限
す
る
な
ん
ら
の
規
定
も
存
在
し
な
い
。
な
お
、
施
行
令

第
一
二
条
に
よ
れ
ば
、
実
質
法
に
属
す
る
「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
一
一
七

条
な
い
し
一
一
二
条
は
、

一
九
六
二
年
四
月
一
一
一

O
日
以
前
に
相
続
が
開
始
さ

れ
た
が
こ
の
日
ま
で
に
承
諾
し
た
相
続
人
が
い
な
い
場
合
、
お
よ
び
ま
だ
届

庫
に
帰
属
し
な
い
相
続
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
法
趣
旨

か
ら
推
し
て
、
こ
の
施
行
令
は
抵
触
規
定
で
あ
る
本
条
に
つ
い
て
も
適
用
あ

る
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
一
二
八
条

外
国
法
適
用
の
制
限

外
国
の
法
律
は
、
そ
の
適
用
が
ソ
ビ
エ
ト
体
制
の
基
礎
に
反
す
る
場
合
に

は
適
用
さ
れ
な
い
。

本
条
は
一
般
的
留
保
条
款
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
表
現
に
若
干

の
相
違
が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
各
国
の
国
際
私
法
に
お
い
て
ひ
ろ
く
採
ら

「
公
序
」
と
い
う
従
来
の
表
現
の

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

「民
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料

代
り
に
、

「
ソ
ビ
エ
ト
体
制
の
基
礎
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

国
家
が
そ
の
領
土
・
領
水
・
鉱
物
・
森
林
に
対
し
て
有
す
る
排
他
的
権
利
、

重苦

国
家
に
よ
る
対
外
貿
易
の
独
占
、
ソ
連
邦
国
家
銀
行
に
よ
る
外
国
為
替
管
理

の
独
占
等
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
「
基
礎
」
に
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
ソ
ピ

エ
ト
体
制
の
原
理
と
相
容
れ
な
い
外
国
法
は
、
そ
の
適
用
を
排
除
さ
れ
る
。

本
条
の
適
用
に
よ
っ
て
外
国
法
が
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
、
あ
く
ま

で
も
そ
の
外
国
法
の
規
定
自
身
で
は
な
く
、
そ
の
外
国
法
の
適
用
の
結
果
が

実
務
に
お
い
て

ソ
ビ
エ
ト
体
制
の
基
礎
を
害
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
門
9
3

は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
抵
触
規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
外
国
法
の
適
用
を
予
め

公
序
の
理
由
で
排
除
し
た
例
は
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
ず
、
こ
と
に
、
対
外
貿

易
事
件
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
援
用
し
た
こ
と
は
全
く
な
い
。

第
一
二
九
条

国
際
聞
の
条
約
お
よ
び
協
定

① 

ソ
連
邦
を
当
事
固
と
す
る
国
際
条
約
ま
た
は
国
際
協
定
が
、
ソ
ビ
エ

ト
民
事
立
法
の
内
容
と
異
な
る
規
則
を
定
め
て
い
る
場
合
に
は
、
国
際

条
約
ま
た
は
国
際
協
定
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
。

連
邦
構
成
共
和
国
を
当
事
国
と
す
る
国
際
条
約
ま
た
は
国
際
協
定
が
、

当
該
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
立
法
の
内
容
と
異
な
る
規
則
を
定
め
て

② 
い
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
が
同
連
邦
構
成
共
和
国
の
領
土
に
つ
い

て
も
適
用
さ
れ
る
。

本
条
は
、
ソ
連
邦
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
の
加
入
し
て
い
る
国
際
条
約

お
よ
び
国
際
協
定
の
内
容
が
、
内
国
法
の
そ
れ
と
異
な
る
場
合
の
処
理
に
つ

い
て
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
国
際
条
約
お
よ
び
国
際
協

定
が
優
先
す
る
と
さ
れ
て
い
る
品
ヨ

ま
た
本
条
は
、
と
く
に
、

相
続
の
問

題
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
官
三

ハ
1
)

こ
の
規
定
は
、
ソ
連
邦
の
実
質
法
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
o

ソ
ビ

エ
ト
法
に
よ
れ
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
の
団
体
が
対
外
貿
易
の
契
約
を
締
結
す

る
場
合
に
は
、
文
書
に
よ
る
方
式
お
よ
び
所
定
の
署
名
手
続
き
を
じ
ゅ

ん
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
立
場
は
、
契
約
の
締
結
地
が
外
国

で
あ
る
場
合
で
も
か
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
ソ
ビ
エ
ト
の
団
体
は
、
対
外

貿
易
に
つ
い
て
、
口
頭
の
方
式
に
よ
る
契
約
締
結
の
権
限
を
付
与
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
従
来
の
ソ
ビ
エ
ト
仲
裁
機
関
の
実
務
を
確
認
し

た
も
の
で
あ
り
、
貿
易
に
関
す
る
法
律
行
為
の
方
式
お
よ
び
そ
の
署
名

手
続
に
違
反
し
た
国
際
商
事
契
約
は
無
効
で
あ
る
と
す
る
「
民
事
立
法

の
基
礎
」
第
一
四
条
四
項
と
対
応
す
る
規
定
で
あ
る
。

ハ
2
〉
こ
の
規
定
は
、
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
選
択
に
つ
い
て
何
ら
の
制

限
を
も
う
け
て
い
な
い
が
、
こ
の
際
の
選
択
は
あ
く
ま
で
も
当
事
者
の

明
示
の
意
思
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
西
欧
諸
国
一
般
に
お
い
て
行

な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
推
定
意
思
に
よ
る
準
拠
法
の
選
択
は
、
ソ
ビ
エ

ト
に
お
い
て
は
排
除
さ
れ
て
お
り
、
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
選
択
が

あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
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(

3

)

た
と
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
契
約
は
、
そ
の
契
約
の
目
的
物
が
ど
こ
に

在
る
か
を
筒
わ
ず
、
た
と
え
そ
れ
が
第
三
国
ま
た
は
受
取
人
の
国
内
に

在
る
場
合
で
も
、
他
の
条
件
が
み
た
さ
れ
る
な
ら
ば
、
対
外
貿
易
に
属

す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
対
外
貿
易
団
体
と
輸
出
の
目
的
で
商
品
を
納

入
す
る
ソ
ビ
エ
ト
企
業
と
の
間
の
契
約
は
対
外
貿
易
に
属
し
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
ソ
ビ
エ
ト
企
業
は
対
外
的
に
は
当
事
者
と
な
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
か
り
に
ソ
ビ
エ
ト
企
業
が
直
接
受
取
人
た
る
外

国
商
社
宛
に
目
的
物
の
送
付
を
引
き
受
け
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
し
か

り
で
あ
り
、
ソ
ビ
エ
ト
対
外
貿
易
団
体
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
す
べ

て
の
破
滅
担
保
責
任
を
お
う
こ
と
に
な
る
。

ソ連の民事法におゆる新国際私法規定

(
4
〉
ソ
ビ
エ
ト
貿
易
団
体
の
能
力
は
、
常
に

y
ピ
エ
ト
法
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
法
人
の
国
籍
の
決
定
は
、
そ
の
法
人
の
設
立
準
拠
地

法
に
よ
る
。

(

5

)

ソ
連
邦
の
対
外
貿
易
上
の
代
表
に
関
す
る
法
令
、
対
外
貿
易
上
の
契

約
に
お
け
る
署
名
手
続
に
関
す
る
規
定
等
、
か
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
し
か

し
、
社
会
主
義
団
体
の
間
で
締
結
さ
九
た
た
ん
に
「
経
済
学
上
」
の
契

約
と
よ
ば
れ
る
に
す
ぎ
な
い
生
産
手
段
お
よ
び
消
費
財
の
納
入
に
つ
い

て
の
命
令
の
よ
う
な
条
文
は
、
対
外
貿
易
の
場
合
に
お
い
て
適
用
さ
れ

る
ソ
ビ
エ
ト
の
準
拠
実
質
法
か
ら
除
外
さ
る
。

(
6
〉
一
九
六

O
年
一

O
月
二
九
日
ソ
連
邦
閣
僚
会
議
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ

た
国
家
銀
行
法
第
五
九
条
参
照
。

(
7〉

た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
住
所
を
有
す
る
者
が
ス
イ
ス
で
遺
言
を
作

成
し
た
場
合
、
そ
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
ィ
ギ
ザ
ス
法
、
メ
イ
ス
法
、

ま
た
は
ソ
ビ
エ
ト
法
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
し
た
が
え
ば
有
効
と
さ
れ

る。

(
8
〉
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
貿
易
企
業
を
も
ち
、
長
年
来
ス
イ
ス
に
住

所
を
有
し
て
い
た
被
相
続
人
が
ソ
連
邦
に
相
続
人
を
の
こ
し
て
死
亡
し

た
場
合
、
ソ
ビ
エ
ト
の
裁
判
所
は
被
相
続
人
の
住
所
を
定
め
る
に
あ
た

っ
て
、
大
多
数
の
国
で
認
め
ら
れ
て
い
る
住
所
概
念
と
著
し
く
異
な
る

イ
ギ
リ
ス
法
上
の
特
別
な
概
念
に
よ
る
こ
と
な
く
、
ス
イ
ス
法
上
の
概

念
を
適
用
し
て
こ
れ
を
定
め
る
o

ハ
9
)

た
と
え
ば
、
一
夫
多
妻
婚
を
認
め
る
外
国
法
規
範
は
ソ
ビ
エ
ト
体
制

の
基
礎
と
相
容
れ
な
い
が
、
外
国
人
間
で
そ
の
効
力
を
認
め
ら
れ
る
国

で
挙
行
さ
れ
た
一
夫
多
妻
婚
の
法
律
的
効
果
は
、
当
然
に
、
ソ
連
邦
内

で
否
認
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

ハ

ω〉
前
に
も
の
ベ
た
よ
う
に
、
コ
メ
コ
ン
の
加
盟
国
間
に
お
け
る
対
外
貿

白
羽
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
一
二
六
条
の
適
用
が

な
い
。

(

U

)

実
際
上
、
ソ
連
邦
は
多
く
の
社
会
主
義
国
と
の
聞
に
、
相
互
援
助
条

約
、
ま
た
は
領
事
条
約
を
締
結
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
こ
れ

ら
の
条
約
に
は
、
「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
一
二
七
条
と
異
な
る
内
容

の
抵
触
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
お
よ

び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
問
に
も
、
こ
の
よ
う
な
領
事
条
約
が
締
結
さ
れ

て
い
る
。
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キ+

(B) 

ソ
連
邦
内
の
異
法
地
域
聞
に
お
け
る
法
抵
触
の
解
決

資ー

第
一
八
条

一
つ
の
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
立
法
の
他
の
連
邦
構
成
共

和
国
に
お
け
る
適
用

一
つ
の
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
立
法
は
、
次
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
、

他
の
連
邦
構
成
共
和
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
。

所
有
権
か
ら
生
ず
る
関
係
に
つ
い
て
は
、
財
産
所
在
地
の
法
律
が
適

(1) 
用
さ
れ
る
。

(2) 

法
律
行
為
を
行
な
う
場
合
、
そ
の
権
利
能
力
お
よ
び
行
為
能
力
は

そ
の
法
律
行
為
の
行
な
わ
れ
る
地
の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

(め

法
律
行
為
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
律
行
為
の
行
な
わ
れ
る
地

の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。
法
律
行
為
の
行
な
わ
れ
る
地
の
法
律
は
、
法

律
ま
た
は
当
事
者
聞
の
と
り
き
め
に
よ
る
別
段
の
定
め
が
な
け
れ
ば
、

そ
の
法
律
行
為
か
ら
生
ず
る
債
務
に
も
適
用
さ
れ
る
。

ω 
損
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
生
ず
る
債
務
に
つ
い
て
は
、
争
訟
を

審
理
す
る
地
の
法
律
が
適
用
さ
れ
、
被
害
者
の
請
求
に
よ
っ
て
、
損
害

発
生
地
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

(め

相
続
関
係
に
つ
い
て
は
、
相
続
開
始
地
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

出
訴
期
限
は
、
当
該
関
係
を
規
制
す
る
立
法
の
属
す
る
連
邦
構
成
共

(6) 

和
国

φ
法
律
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。

本
条
は
、
ソ
連
邦
内
に
お
け
る
連
邦
構
成
共
和
国
聞
の
法
の
抵
触
を
解
決

す
る
規
定
で
あ
り
、
通
常
、
準
国
際
私
法
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
規
定
は
、
あ
く
ま
で
も
、
ソ
連
邦
内
の
異
法
地
域
聞
に
お
い

て
、
当
該
法
律
関
係
に
適
用
さ
れ
る
連
邦
構
成
共
和
国
法
を
指
定
す
る
場
合

に
と
ど
ま
る
。
国
際
的
渉
外
私
法
関
係
に
つ
い
て
は
、
直
接
に
こ
の
規
定
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
類
推
適
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
な

ぃ
。
こ
の
よ
う
な
渉
外
私
法
関
係
に
お
い
て
は
、
準
拠
法
と
し
て
ソ
ビ
エ
ト

法
が
指
定
さ
れ
た
後
、
そ
の
準
拠
共
和
国
法
い
か
ん
を
定
め
る
場
合
に
、
は

じ
め
て
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

T
)。

(
1
〉
こ
の
規
定
は
、
一
国
内
に
お
け
る
異
法
地
域
間
の
法
律
を
指
定
す
る

場
合
に
用
い
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
間
接
指
定
」
が
容
易
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
キ
エ
フ
に
最
後
の
住
所
を
有
し
て
い
た
外
国
人
が
死
亡
し

た
場
合
、
「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
一
二
七
条
に
よ
れ
ば
、
相
続
は
ソ

ビ
エ
ト
法
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
準
拠
法
は
、
本
条
五
号
に
よ
れ

ば
、
相
続
は
相
続
開
始
地
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
相
続
開
始

地
と
は
、
内
国
実
質
法
で
あ
る
「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
=
二
条
に

よ
り
被
相
続
人
の
最
後
の
住
所
地
、
ま
た
は
そ
の
不
明
の
場
合
は
、
そ

の
財
産
の
全
部
、
ま
た
は
そ
の
大
部
分
の
在
る
場
所
で
あ
る
。
結
局
、
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こ
の
渉
外
的
相
続
関
係
に
は
、
準
拠
法
と
し
て
ウ
グ
ラ
イ
ナ
共
和
国
法

が
適
用
さ
れ
る
。

(0) 第
六
編

ソ連の民事法におゆる新国際私法規定

第
五
九
条

① 

ソ
連
邦
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
裁
判
手
続
の

基
礎

外
国
市
民
お
よ
び
無
国
籍
者
の
民
事
訴
訟
上
の
権

利
。
外
国
を
相
手
方
と
す
る
訴
、
訴
訟
手
続
の
嘱

託
、
お
よ
び
外
国
裁
判
所
の
判
決
。
国
際
間
の
条

約
お
よ
び
協
定
。

外
国
の
市
民
、
企
業
お
よ
び
国
体
の
民
事
訴
訟
上
の
権
利

外
国
の
市
民
は
、
ソ
連
邦
の
裁
判
所
に
訴
え
る
権
利
を
有
し
、
か
っ
、

⑧ 
ソ
ビ
エ
ト
市
民
と
同
等
の
民
事
訴
訟
上
の
権
利
を
享
有
す
否
。

外
国
企
業
お
よ
び
団
体
は
、
ソ
連
邦
の
裁
判
所
に
訴
え
る
権
利
を
有

③ 
し
、
か
っ
、
そ
の
利
益
を
守
る
た
め
の
民
事
訴
訟
上
の
権
利
を
享
有
す
否
。

ソ
連
邦
閣
僚
会
議
は
、
ソ
ビ
エ
ト
市
民
、
企
業
、
団
体
の
民
事
訴
訟

上
の
権
利
に
つ
い
て
、
特
別
な
制
限
を
認
め
る
国
の
市
民
、
企
業
、
団

体
に
対
し
、
報
復
的
制
限
を
も
う
け
否
こ
と
が
で
き
る
。

第
六

O
条

無
国
籍
者
の
民
事
訴
訟
上
の
権
利

ソ
連
邦
に
居
住
す
る
無
国
籍
者
は
、
裁
判
所
に
訴
え
る
権
利
を
有
し
、
か

っ
、
ソ
ビ
エ
ト
市
民
と
同
等
の
民
事
訴
訟
上
の
権
利
を
享
有
す
否
。

第
一
六
一
条

外
国
を
相
手
方
と
す
る
訴
、
外
交
上
の
免
除

① 

外
国
に
対
す
あ
訴
の
提
起
、
ソ
連
邦
に
在
る
外
国
の
財
産
に
対
す
る

請
求
の
保
全
お
よ
び
差
押
は
、
当
該
国
家
の
管
轄
機
関
の
同
意
あ
る
場

合
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。

② 

信
任
状
を
与
え
ら
れ
た
、
ソ
連
邦
に
駐
在
す
る
外
国
の
外
交
使
節
、

な
ら
び
に
関
連
す
る
法
律
お
よ
び
国
際
協
定
の
中
で
指
定
さ
れ
た
他
の

者
は
、
国
際
法
上
の
規
範
、
ま
た
は
当
該
国
家
と
の
協
定
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
制
限
内
に
お
い
て
の
み
、
ソ
ビ
エ
ト
裁
判
所
の
民
事
裁
判
権

に
服
す
る
。

③ 

本
条
に
よ
り
、
ソ
ビ
エ
ト
に
お
い
て
、
外
国
、
そ
の
財
産
ま
た
は
代

表
に
対
し
て
保
証
さ
れ
る
裁
判
権
の
免
除
を
、
外
国
が
、
ソ
ビ
エ
ト
国

家
、
そ
の
財
産
ま
た
は
代
表
に
つ
い
て
保
証
し
な
い
場
合
に
は
、
ソ
連

邦
閣
僚
会
議
ま
た
は
そ
の
権
限
を
付
与
さ
れ
た
機
関
は
、
当
該
国
家
、

そ
の
財
産
ま
た
は
代
表
に
対
し
て
、
報
復
的
措
置
を
定
め
る
こ
と
が
で
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託実
の行
送お
付よ
び
ソ
連



料

ソ
連
邦
の
裁
判
所
は
、
所
定
の
手
続
に
よ
り
、
外
国
裁
判
所
か
ら
同

裁
判
所
に
送
付
さ
れ
た
個
々
の
訴
訟
行
為
(
呼
出
状
そ
の
他
の
書
類
の

① 

資

送
達
、
当
事
者
お
よ
び
証
人
の
尋
問
、
鑑
定
お
よ
び
検
証
、
そ
の
他
)
の

遂
行
に
つ
い
て
の
嘱
託
を
実
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
を
除
く
。

そ
の
嘱
討
の
実
行
が
ソ
連
邦
の
主
権
を
侵
害
し
、
ま
た
は
ソ
連
邦

(1) 
の
安
全
を
脅
か
す
と
き

(局

そ
の
嘱
託
の
実
行
が
裁
判
所
の
管
轄
に
属
し
な
い
と
き

② 

個
々
の
訴
訟
行
為
の
遂
行
に
つ
い
て
の
外
国
裁
判
所
か
ら
の
嘱
託

は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
立
法
に
基
づ
い
て
実
行
さ
れ
る
。

③ 

ソ
連
邦
の
裁
判
所
は
、
個
々
の
訴
訟
行
為
の
実
行
に
つ
い
て
の
嘱
託

を
、
外
国
裁
判
所
に
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ソ
ビ
エ
ト
裁
判
所
と

外
国
裁
判
所
聞
の
関
係
に
つ
い
て
の
手
続
は
、
ソ
連
邦
お
よ
び
連
邦
構

成
共
和
国
の
立
法
、
な
ら
び
に
ソ
連
邦
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
の
国

際
協
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

第
六
三
条

外
国
裁
判
所
の
判
決
お
よ
び
外
国
仲
裁
判
断
の
ソ
連
邦

お

け
る
執
行

ソ
連
邦
に
お
け
る
外
国
裁
判
所
の
判
決
お
よ
び
仲
裁
判
断
を
執
行
す
る
手

続
は
、
ソ
連
邦
と
外
国
と
の
該
当
す
る
協
定
、
ま
た
は
ソ
連
邦
が
当
事
国
と

な
っ
て
い
る
国
際
協
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
外
国
裁
判
所
の
判
決
ま
た

は
仲
裁
判
断
は
、
判
決
の
確
定
後
三
年
以
内
に
、
ソ
連
邦
に
お
い
て
強
制
執

行
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
あ
。

第
六
四
条

国
際
聞
の
条
約
お
よ
び
協
定

① 

ソ
連
邦
を
当
事
国
と
す
る
国
際
条
約
ま
た
は
国
際
協
定
が
、

手
続
の
基
礎
」
の
内
容
と
異
な
る
規
則
を
定
め
て
い
る
場
合
に
は
、
国

際
条
約
ま
た
は
国
際
協
定
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
。

② 

連
邦
構
成
共
和
国
を
当
事
固
と
す
る
国
際
条
約
ま
た
は
国
際
協
定

が
、
当
該
連
邦
構
成
共
和
国
の
民
事
訴
訟
立
法
の
内
容
と
異
な
る
規
則

を
定
め
て
い
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
が
同
連
邦
共
和
国
の
領
土
内

に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。

こ
の
「
民
事
裁
判
手
続
の
基
礎
」
第
六
編
は
、
国
際
民
事
訴
訟
に
属
す
る

規
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
外
国
人
、
無
国
籍
者
、
外
国
企
業
お
よ
び
団
体

の
権
利
を
か
か
げ
、
外
国
の
国
家
お
よ
び
そ
の
外
交
使
節
を
相
手
方
と
す
る

訴
訟
提
起
の
手
続
、
な
ら
び
に
外
国
判
決
の
執
行
、
外
国
裁
判
所
と
の
間
に

お
け
る
嘱
託
等
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
続
法
規
の
多
く
は
、
さ
き
に

の
べ
た
実
体
法
規
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
裁
判
手
続
の
基
礎
」
第
五

九
条
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
の
も
と
に
お
い
て
、
ふ
る
く
か
ら
受
容
れ
ら
れ
て
い

る
原
則
で
あ
り
、
外
国
人
が
ソ
ビ
エ
ト
市
民
と
同
等
の
権
利
を
付
与
さ
れ
る

「
裁
判
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こ
と
の
、
訴
訟
法
に
お
け
る
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
同
「
基
礎
」
第
六
一
条

は
、
原
則
と
し
て
、
外
国
の
国
家
お
よ
び
そ
の
外
交
使
節
に
対
し
、
無
制
限

の
裁
判
権
の
免
除
を
認
め
て
い
る
。

J-

の

カミ

き

と

以
上
、
ソ
連
の
民
事
法
に
関
す
る
新
国
際
私
法
規
定
を
か
か
げ
、
こ
れ
に

簡
単
な
説
明
を
試
み
た
。

「
民
事
立
法
の
基
礎
」
お
よ
び
「
裁
判
手
続
の
基

礎
」
に
規
定
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
条
文
は
、

「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
一
二
七

条
に
定
め
ら
れ
た
相
続
に
関
す
る
規
定
を
除
き
、
す
べ
て
ソ
ビ
エ
ト
に
お
け

る
裁
判
所
ま
た
は
仲
裁
機
関
の
長
期
に
わ
た
る
判
例
を
要
約
し
た
も
の
に
す

ソ連の民事法におゆる新国際私法規定

ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
は
、
行
方
不
明
者
の
失
綜
宣
告
に
関
す
る
定
め

が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
の
裁
判
所
が
外
国
管
轄
機
関

の
発
行
し
た
ソ
連
邦
外
に
住
所
を
有
す
る
外
国
人
の
失
隠
一
証
明
書
を
認
め
な

い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ソ
連
邦
内
に
住
所
を
有
す
る
外
国
人
の
失
綜

に
対
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
の
裁
判
所
は
そ
の
管
轄
権
を
主
張
し
、
法
廷
地
法
た

る
ソ
ビ
エ
ト
法
を
適
用
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
該
当
条
文
の
説
明
の
個
所
で
の

ベ
た
以
外
に
、
相
続
に
関
し
て
反
致
ま
た
は
転
致
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
疑
問
で
あ
り
、
明
文
の
規
定
が
な
い
だ
け
で
な
く
こ
の
点
に
関
す
る
判

例
も
な
い
の
で
、
こ
の
決
定
は
も
っ
ぱ
ら
将
来
の
裁
判
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

渉
外
的
民
事
関
係
を
規
制
す
る
規
範
は
、
上
述
の
僅
か
な
規
定
を
も
っ
て

し
て
は
到
底
、
複
雑
な
す
べ
て
の
民
事
関
係
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

」
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
際
私
法
規
定
は

一
応
の
体
系
化

を
み
た
と
は
い
え
、
ソ
ビ
エ
ト
の
実
務
が
さ
し
あ
た
り
当
面
す
る
も
っ
と
も

重
要
な
問
題
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
に
対
し
て
明
文
の
回
答
を
与
え
た
だ
け
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
ま
だ
解
決
を
み
な
い
他
の

問
題
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
い
か
に
解
決
す
べ
き
か
。
こ
の
よ
う

な
法
の
欠
歓
に
際
し
て
、
裁
判
所
は
「
裁
判
手
続
」
第
一
二
条
に
示
さ
れ
た

方
法
に
し
た
が
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
、
同
条
一
一
項
は
「
裁
判

所
は
、
法
律
が
そ
の
適
用
を
命
じ
た
外
国
の
法
規
範
を
適
用
す
る
」
、
同
条
三

項
は
「
争
訟
関
係
に
適
用
さ
れ
る
法
律
の
欠
飲
に
あ
た
り
、
裁
判
所
は
、
類

似
の
関
係
を
規
律
す
る
法
律
を
適
用
す
る
。
そ
の
法
律
も
な
け
れ
ば
、
裁
判

所
は
、
ソ
ビ
エ
ト
立
法
の
一
般
原
則
お
よ
び
精
神
に
よ
る
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
し
た
が
い
、
ソ
ビ
エ
ト
裁
判
所
が
渉
外
民
事
事
件

を
受
理
し
、
当
該
事
案
に
つ
き
、
ソ
ビ
エ
ト
法
に
お
い
て
準
拠
法
を
指
定
す
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る
定
め
の
な
い
と
き
、
裁
判
所
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
の
一
般
原
則
に
相
応
す
る

精
神
に
し
た
が
っ
て
、
裁
判
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
裁

判
所
は
、
た
し
か
に
、
国
際
協
力
お
よ
び
社
会
制
度
の
異
な
る
国
家
間
の
平

和
共
存
に
も
っ
と
も
適
す
る
よ
う
な
解
決
を
み
い
だ
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、



料

裁
判
所
は
、

一
般
的
に
外
国
法
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
た
民
事
上
の
権
利
の

存
在
を
、

「
民
事
立
法
の
基
礎
」
第
一
二
八
条
と
抵
触
し
な
い
範
囲
内
で
尊

資

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
1
百

※

(

1

)

外
国
法
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
権
利
関
係
は
、
直
接
、
ソ
ビ
エ
ト
裁

判
所
、
ま
た
は
ソ
ビ
エ
ト
法
の
管
轄
に
属
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
ふ
あ
る
。

(
※
本
稿
は
、
主
と
し
て
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
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な
お
、
本
稿
に
関
連
あ
る
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
稲
子
、
ソ
連
の
新
民
法
、

名
古
屋
大
学
法
政
論
集
三

O
、
二
二
号
。
染
野
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
お
よ
び
連

邦
機
成
共
和
国
の
民
事
訴
訟
基
本
原
則
(
民
事
裁
判
手
続
の
基
礎
〉
、
ジ
ユ

リ
ス
ト
二
四
六
号
参
照
。
ま
た
、
本
稿
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
典
と

の
照
合
を
、
本
誌
に
お
い
て
「
ロ
シ
ア
共
和
国
民
法
典
」
を
邦
訳
さ
れ
た
五

十
嵐
教
授
、
佐
保
雅
子
氏
に
お
願
い
し
た
。
し
か
し
本
稿
に
お
け
る
用
語
等

に
つ
い
て
は
、
必
ら
ず
し
も
そ
の
邦
訳
と
一
致
し
な
い
。
)
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